女性消防団員の防災力向上事業業務委託仕様書（案）

１　業務名
女性消防団員の防災力向上事業業務
２　目的
地域防災力強化と消防団活性化を目的として、女性消防団員等への防災に関する基礎研修（避難所に係る研修を含む）及び市町・自主防災組織と連携した避難所開設訓練を実施する。
（1） 避難所開設訓練（実践コース）
消防団員が、地域での防災活動においてこれまで修得したスキルを活用し、さらにスキルアップを図ることができるよう、市町や自主防災組織と連携した避難所の開設、設営を体験する実動訓練を実施する。
（2） 女性消防団員研修（基礎コース）
女性消防団員が地域における防災活動において自らの役割を果たすことができるよう、防災及び避難所開設・運営に関する基礎知識を修得するとともに、実際の被災地の見分や避難所運営に関する演習を実施する。
（3） 消防団幹部研修
消防団幹部を対象に、女性や若者が活動しやすい消防団運営への意識啓発研修を行い、消防団のイメージアップを図る。

３　業務委託期間
契約締結日から令和９年3 月31日（水）まで

４　業務概要
次の３種の業務を行う。なお、スケジュール等の詳細は別紙のとおり。
（1） 避難所開設訓練（実践コース）
令和６、７年度に県が実施した女性消防団員研修を修了した者で希望する者及び、避難所開設や被災者対応のスキルを習得する意欲があり、市町が推薦する消防団員を対象に、研修及び訓練を１日間実施する。（市町職員及び自主防災リーダーを含め全体で6人×６班程度）
（2） 女性消防団員研修（基礎コース）
習得した技能を活かして防災活動に取り組む意欲があり、市町が推薦する女性消防団員（30名程度）を対象に、研修を３日間実施する。
（3） 消防団幹部研修
　　消防団の幹部（50名を想定）を対象に、研修を1日間実施する。
５　業務内容
（１）研修の企画
　　４（１）及び（２）並びに（３）の研修について、委託者の承認を得て、次の業務を行う。
ア　カリキュラム案の作成
委託者と調整し、研修カリキュラムを作成する。
イ　講師等の選定・依頼
（ア）避難所開設訓練
	避難所開設訓練の講師
	避難所開設や運営のノウハウを有し、これまでに避難所開設訓練の指導者や講師としての実績を有する者（行政職員を含む）を受託者が委託者と協議のうえ選定して依頼する。


（イ）女性消防団員研修
	防災基礎講座の講師
	本県の防災に詳しい学識経験者や行政機関、研究機関の職員等を、受託者が委託者と協議のうえ選定して依頼する。

	災害実地見分の講師
	広島市豪雨災害伝承館の職員（無償）
広島県自主防災アドバイザーの中から、地域において「防災まちあるき」を実施している者を、委託者が選定して依頼する。

	避難所運営ゲーム演習の講師
	広島県自主防災アドバイザーの中から、地域において「HUG（避難所運営ゲーム）等の演習を実践している者を、委託者が選定して依頼する。


（ウ）消防団幹部研修
	講演及びワークショップの講師
	女性や若者の活躍を推進することで消防団の良いイメージを向上させることに理解を示す専門講師を、受託者が委託者と協議のうえ選定して依頼する。


　ウ　アンケート調査票の作成
研修内容の満足度や実践に向けて受講者の意見を聴取するためのアンケートを実施するため、調査票を作成する。
（２）研修の準備
ア　研修実施計画の作成
研修の目的、実施日時、参加対象者、参加人数等を、委託者と検討・整理の上、研修実施計画を作成する。
イ　講師等との連絡調整及び謝金・旅費等の支払い等
講座資料提供を含む講師等への依頼事項や連絡事項の調整、旅費・謝金支払い調整など、所要の調整を行う。
ウ　講師等への旅費・謝金の単価等
委託者と合意した単価とする。謝金については次の単価を基本として講義前後の資料作成時間等を含むものとする。但し、講師の確保に当たって次表により難い場合はこの限りではない。

	　区　　　　　　分
	金額

	大学教授級
	１時間当たり
	6,050円

	大学准教授級
	
	4.900円

	高校以下の教員級
	
	2,850円


オ　研修のしおりの作成
　　カリキュラム、受講者名簿、班分け等を記載したしおりを研修日ごとに作成する。
カ　資料の作成等
体裁を調整し、資料の印刷を行う。
避難所運営ゲーム（HUG）の必要物品等を手配・購入する。
（３）研修の実施（研修準備等含む）
研修日ごとに、当日に判明した欠席連絡の受理、会場準備、司会、進行管理を行う。
（４）研修報告書の作成
　　　各回の実施概要を報告書としてまとめる。
なお、アンケート調査票の結果を無記名で収録し、その結果を踏まえ、次回研修の改善方策を提案する。
（５）その他
研修の実施場所は、県庁舎など使用料がかからない場所を基本とし、委託者と調整する。ただし、やむを得ず民間会場を使用する場合の費用負担方法は別途協議する。

６　役割分担
（１）委託者(県) 　　　　　　全体企画・管理、市町及び消防本部（局）との連絡調整
（２）受託者     　　　　　　研修会の企画及び進行管理、備品の手配
（３）市町・消防・消防団　　 研修参加者の募集、訓練会場の提供

７　業務打合せ
本業務の実施に際して、委託者と定期的に打合せを行う。
なお、業務打合せの記録は受託者が行い、その都度委託者の確認を受ける。
（１）実施回数
３回程度とし、時期は委託者と受託者が別途協議する。
（２）実施場所
広島県危機管理監消防保安課（広島県広島市中区基町10番52号）とし、オンラインによ
る実施を可とする。

８　その他
（１）受託者は、本業務の実施のために委託者と密接な連絡を取り、実施にあたり不明な点や疑義が生じた場合には、速やかに委託者と打合せを行うこと。
（２）受託者は、委託契約の全部を一括して第三者に再委託することはできない。
（３）受託者は、業務実施中委託者の成果品を、委託者の許可なく他に公表及び貸与してはならず、また、業務の遂行上知り得た事項を第三者に漏らしてはならない。
（４）研修で使用する資料の著作権は、当該研修を担当する講師又は講師の所属する団体に帰属する。
（５）本仕様書に定めのない事項及び疑義が生じた場合は、その都度、委託者と受託者が協議のうえ決定する。
「女性消防団員の防災力向上事業」スケジュール（案）別紙


１　避難所開設訓練（実践コース、座学・訓練　１日間）
令和6・７年度の女性消防団員研修の受講生及び同等の経験や能力を持つと市町が認める消防団員に対し、避難所に関する知識の向上を図る講座及び、団員が中心プレイヤーとして参加する避難所開設訓練（実動）を実施することにより、避難所の開設に関する消防団員のスキルアップを図る。
●日時　１１月～１月頃の日曜日で調整　　　　　　9：30～15：30
	実施内容
	時間
	講師等

	 ①　実践講座（座学）
◇避難所における基礎知識
・避難所における基礎知識
・避難先の種類、避難所の役割と機能、運営
・災害時要配慮者
・ペット同行避難　など
◇避難所開設の知識とスキル
・避難所開設・運営マニュアル及びガイドライン
・避難所開設、運営のポイント
	２.０
	避難所開設に詳しい人材　１名
(行政職員も可)



避難所開設に詳しい人材  １名
(行政職員も可)


	②　避難所開設訓練（実動）
ア　避難所開設（受付、レイアウト、ベッドやパーテーションの組み立て等）を実際に行う訓練
イ　開設された避難所を運営していくための改善点や課題を踏まえた訓練
	
ア 1.0

イ 2.0
	避難所開設に詳しい人材　１名
補助指導員　　　　　　　 6名


　　※詳細は受託者・アドバイザーと協議して決定

２　女性消防団員研修（基礎コース、座学・演習　３日間）
地域での防災リーダーとして活躍することを希望する女性消防団員（新規に研修の受講を希望する３０名程度）を対象とし、防災に関する基礎知識の習得、ＨＵＧ（避難所運営ゲーム）等の演習体験、被災経験のある地域での実地見分等を通じて女性消防団員スキル獲得を図るとともに、受講した団員の活躍による消防団の活性化や入団促進につなげる。
●第１日　　　９月１３日（日）　　9：30～15：30
	実施内容
	時間
	講師等

	 ①　防災基礎講座（演習を含む）
・災害リスクとハザードマップ
（DIG演習を含めた講座）
・防災気象情報と警戒レベル、避難情報
・被災者支援制度
・災害時要配慮者への対応について　など
	5.０
	
受託者が推薦する人材　３名
（行政職員も含めて幅広く選定）


　　　　※詳細は受託者・アドバイザーと協議して決定


●第２日　　１０月３１日（土）　　9：30～15：30
	実施内容
	時間
	講師等

	 ②　災害実地見分
・災害体験講話（広島市豪雨災害伝承館）
・砂防堰堤現地見学（広島市豪雨災害伝承館）
・防災まち歩き
	5.０
	
伝承館職員（行政職員）　１名
伝承館職員（行政職員）　１名
自主防災アドバイザー　　３名


　　　　※詳細は受託者・アドバイザーと協議して決定

●第３日　　１１月８日（日）　　9：30～15：30
	実施内容
	時間
	講師等

	 ③　啓発スキル演習
・ＨＵＧ（避難所運営ゲーム）演習
・うさぎ一家のぼうさいグッズえらび
・クロスロード（避難所に関係する内容）
	5.０
	
自主防災アドバイザー　1名
補助指導員　　　　　　6名


　　　　※詳細は受託者・アドバイザーと協議して決定

３　消防団幹部研修
平時での防災イベントなどでの女性消防団員の活躍の場を増やすなど、女性や若者の活躍を通して地域における消防団に対するイメージアップをもたらすための幹部自らの意識啓発を目的として、消防団幹部（団長、副団長、分団長計５０名程度）に対し、研修を行う。
●日時：　２～３月頃　２時間程度
	実施内容
	時間
	講師等

	女性や若者の活躍等による消防団のイメージアップ
	２.０
	受託者が推薦する人材　　１名
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４　実施スケジュール
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
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	内容決定
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	受講者募集
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	基礎コース実施
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	実践コース実施
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	団幹部研修実施
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